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ABSTRACT 
We study an origin and the Shrine environment of the Hanakawa Shrine in Nishiyo dogawa -ku, 

Osaka-City, and there is the study of the writers for the purpose of making the database of the cultural 
heritage. Foundation of the Hanakawa Shrine is unknown. Worshipped Gods of the Hanakawa Shrine is 
the Empress Jingu, the Susanoo-no-Mikoto. Key word of the Hanakawa Shrine is the Empress Jingu，the 
Nozato ferry, a.k.a. Kashiwa-no ferry and the Yodogawa repair work. 

In Nozato-in Sumiyoshi Shrine, the length of the lateral and depth in the main shrine building is 9.1m 
and 14.1m. In addition, the height of the worship hall and main hall are 6.1m and 2.3m. The authors were 
able to ascertain the cultural heritage of buildings in the Nozato-Sumiyoshi Shrine. 
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1. はじめに 
 

本研究は、大阪の文化遺産学として、地域に貢献する資料を後世に残す参考文献として作成したのである。本稿は、

大阪市西淀川区、鼻川神社で行った洞窟環境 NET 学会と関西大学校友会西淀川支部鳥居総合学術調査平成

22(2010)年報告の一部である。西淀川区は、大阪府大阪市の 西端に位置し、東西約 5.31km、約南北 5.94km、境

界線距離約 17.68km、総面積 14.23km2 である。鼻川神社は、西淀川区の 東端に位置し、標高 3m、緯度

34°42′22″N；経度135°27′55″にある。鼻川神社の鎮座地は、行政上、大阪市西淀川区花川2-1-12に属する。本神社に

関してはこれまで本格的な学術調査は少ない、新淀川と交差する旧中津川が接近した位置にあり、台風や水害が多く、

貴重な歴史文化遺産が消失しているため、歴史の文化遺産をどのように保存できるかを工夫したのである。後世に残

す貴重な遺産を継承する関連性も興味深く、そうした点が本神社調査の 初の動機となった。図 1-1 は大正 14(1925)
年の西淀川区誕生時の地図で、図 1-2 は鼻川神社の位置図、写真 1-1 は鼻川神社の社殿である。 

既存の神社関連資料情報を収集して、調査と鳥居の規模と形態、成因等についての概要を把握し、構成要素の現

象を示す事実を明らかにした。そして、区内にある神社と鳥居の大きさに重要な関連性があることを予測した。ただし、

区内において、神社と鳥居の存在に関する報告はこれまで皆無である。 
単に生駒山の火山活動史だけでなく、北摂の堆積流とその沿岸地域の海岸地形発達史や環境変遷史との関わりで、

神社がどのような位置づけや問題点を有しているかという検討が重要である。鼻川神社と行政との関連歴史の結果は、

Ⓓ淀川水系旧中津川口のデルタ地帯上に発達し、対岸に突き出だした半農半漁の集落である。Ⓔ社記に「神功皇后

が、鹿島にお出でになった時、この地にお立ち寄りになられ、住民たちは取り急ぎ、つき立ての餅を柏の葉に載せ、野

に咲いていた草花を添え、地名は対岸に突き出した地形が“鼻”のようで、“はなかわ”渡しを“かしわ”と命名。 
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表 3-2. 神社名と社殿横距離（m） 図 3-5. 神社名と社殿横距離との関係 
 神社名 社殿横 

1 福住吉神社 6.0 

2 五社神社 6.1 

3 大野百島住吉神社 7.3 

4 姫嶋神社 8.3 

5 鼻川神社 9.1 

6 大和田住吉神社 10.5 

7 田蓑神社 12.4 

8 野里住吉神社 16.2 
 

 

 
表 3-3 は、西淀川区内にある各神社と社殿横（奥行き）の関係を表示した。西淀川区内にある社殿の社殿奥行きに

おいて、 大値は 17.2m、平均値は 12.0m および 小値は 4.9m である。鼻川神社の社殿奥行きは、区内では 2 番

目に長い距離である。これは、本殿と社殿が分離され、中央に中庭があるからである。表 3-1 から表 3-3 と図 3-6 につ

いて図式を行った。西淀川区内にある各神社（X 軸）と社殿の社殿奥行き（Y 軸で単位は m）の関係から多項式近似

(回帰)の 3 次方程式(2 次変数)を求めた。ここで、R²は X と Y の信頼性関係を意味する決定係数である。X と Y との関

係を究明するため考察方法として、次のような回帰方程式を与えられる。 
 

y = 0.124x3 - 1.827x2 + 9.129x - 2.614・・・・・・・・R² = 0.997(決定係数)・・・・・・・・・・・（3-2） 
 

ここで、決定係数は高信頼性の値であり、西淀川区内にある各神社と社殿の社殿奥行きの関係から一定の傾向を判明

した。 
 

表 3-3.神社名と社殿奥行き距離（m） 図 3-6. 神社名と社殿奥行きとの関係 

 神社名 社殿奥 

1 田蓑神社 4.9 

2 五社神社 9.1 

3 福住吉神社 11.9 

4 大野百島住吉神社 12.4 

5 大和田住吉神社 13.1 

6 姫嶋神社 13.3 

7 鼻川神社 14.1 

8 野里住吉神社 17.2 
 

 

 
表3-4は、西淀川区内にある各神社と社殿の社殿高さの関係を表示した。西淀川区内にある社殿の社殿高さにおい

て、 大値は 7.9m、平均値は 5.7m および 小値は 4.4m である。鼻川神社の社殿高さは、区内では中間の高さであ

る。表 3-1 から表 3-4 と図 3-7 について図式を行った。西淀川区内にある各神社（X 軸）と社殿の社殿高さ（Y 軸で単位

は m）の関係から多項式近似(回帰)の 2 次方程式(2 次変数)を求めた。ここで、R²は X と Y の信頼性関係を意味する

決定係数である。X と Y との関係を究明するため考察方法として、次のような回帰方程式を与えられる。 
 
y = 0.023x2 + 0.219x + 4.413・・・・・・・・・・R² = 0.969(決定係数) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（3-3） 
 



 

ここで、決定係数は高信頼性のある値であり、西淀川区内にある各神社と社殿の社殿高さの関係から一定の傾向を

判明した。 
 

表 3-4.神社名と社殿高さ（m） 図 3-7. 神社名と社殿高さとの関係 
 神社名 社殿高さ 

1 福住吉神社 4.5 

2 姫嶋神社 5.0 

3 五社神社 5.5 

4 大野百島住吉神社 5.7 

5 鼻川神社 6.1 

6 大和田住吉神社 6.4 

7 田蓑神社 6.8. 

8 野里住吉神社 7.9 
 

 

 

4. おわりに 
 
4-1.西淀川区の地域環境   
  西淀川区の地名に、竹島、御幣島、佃島、出来島、姫島、百島、中島、城島、西島、外島など、島の名が多いのは、

その名残と言える。現在は浸水対策として、大規模な防潮堤が築造され、今後の抜本的な浸水対策として、"淀の大放

水路"も着工した。西淀川区の誕生は大正 14(1925)年 4 月 1 日で、明治・大正・昭和の初期にかけ、水運の発達や鉄

道・道路・橋梁などの急速な整備に伴い、紡績・機械・金属・鉄鋼・化学といった近代工業が集中し一大工業地帯を形

成した。河川汚濁の多い大野川・中島大水道も市民生活の環境改善を図り、緑あふれる緑陰道路として再生され、広く

区民の憩いの場・健康づくりの場として活用されている。 
西淀川区の規模は、大阪府大阪市の 西端に位置し、東西間距離約 5.31km、南北間距離約 5.94km、境界線距

離約 17.68km、総面積 14.23 平方 km である。 
Ⓓ区内 東端の町である柏里 1 丁目は、34°42′33″N と 135°28′15″E。 
Ⓔ区内 西端の町である中島 2 丁目は、34°42′23″N と 135°25′57″E。 
Ⓕ区内 南端の町である西島 2 丁目は、34°41′13″N と 135°25′05″E。 
Ⓖ区内の 3 島名は中島・西島・佃島。 
Ⓗ区内の 4 鉄道名は JR 東海道本線・JR 東西線・阪神本線・阪神なんば線。 
Ⓘ区内の川名は中島川・左門殿川・神崎川・西島川・淀川・旧大野川・旧中津川。 
Ⓙ区内の 7 駅名は塚本駅・御幣島駅・加島駅・姫島駅・千船駅・福駅・出来島駅。 
Ⓚ17 町名は西島・百島・大野・竹島・花川・千舟・福町・柏里・中島・出来島・歌島・姫里・野里・大和田・姫島・御幣

島・佃。 
Ⓛ17 橋名は中島新橋・辰巳橋・左門小橋・左門橋・中島出来島大橋・城島橋・城島小橋・千北橋・千船大橋・神崎大

橋・両島橋・中島大野高架橋・新伝法大橋・伝法大橋・淀川大橋・中島川橋・神崎川橋である。 

 
4-2.西淀川区にある鼻川神社の調査要約 

鼻川神社の由来と社殿測量の解析によって明らかにした点と模型製作を行なった点を要約する。 
1. 御祭神は、神功皇后、素盞鳴尊(すさのおのみこと) 
2. 神社の創建は不祥、鳥居建立は 1929～1981 年である。 
3. 社殿の建築様式は神明造、鰹木は 3 本である。 
4. 社殿の建築物の配置図が作成できたのである。 
5. 社殿の規模は、正面横 9.1m、奥行き 14.1m、拝殿高さ 6.1m と本殿高さ 2.3m である。 



 

6. 社殿の模型製作は、実測の 17 分の 1 で行った。 
 

  
写真 4-1.淀川大橋（鼻川より福島区海老江

方面を眺める） 

写真 4-2.西淀川区内では 大級の商店街

（JR 塚本駅方面を眺める） 

写真 4-3.鼻川神社前の西成大橋記念碑 
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